
「百人一首」ってなんでしょう？

｢百人一首」は「小倉（おぐら）百人一首」ともいいます。”小
倉”とは北九州の小倉（こくら）のことではなく、京都の嵯峨の
小倉山（おぐらやま）のことです♪

作者は藤原定家（ふじわらのていか）。

平安時代末期から鎌倉時代初期の頃
の有名な歌人です。天智天皇から定家
の時代までの優れた歌人１００人の
短歌を選んだ、いわばその時代までの
「ベスト短歌」がこの「百人一首」に
なったわけです。

作成したのは西暦１２３５年頃（今から８００年前）。「文暦（ぶ
んりゃく）」とか「嘉禎（かてい）」の 年号の頃です。
定家が、知り合いの

人から、山荘の障子に
貼る色紙の作成を依頼
され、それでこの百人
一首を編集して書いて
贈ったそうです。その
山荘が小倉山にあった
とのこと。
小倉山は渡月橋（とげ
つきょう）で有名な京
都の嵐山の近くにある
山です。（秋の紅葉がき
れいらしいです。）

なお、正月に行われ
る「百人一首かるた」
は、上の句（五・七・
五）のかるたを読んで
下の句（七・七）のか
るたを先にぴゅっと取る、 ↑藤原定家の直筆と言われている

という遊びです。




